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村

直
樹
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こ
の
た
び
、
産
山
村
議
会
議
員
選
挙
の
結
果
、
無
投
票
に
よ
り
再
当
選
し
、

先
の
臨
時
会
に
お
い
て
議
員
各
位
の
推
薦
に
よ
り
、
第
25
代
議
長
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
4
年
間
の
実
績
を
評
価
し
て
い
た
だ
き
、
身
に
余
る
光
栄
と
存

じ
ま
す
。
同
時
に
、
議
決
機
関
で
あ
る
議
会
の
長
の
責
任
は
、
極
め
て
重
大
で

あ
り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
産
山
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
毎
年
変
化
し
て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
の
充

実
、
地
方
創
生
へ
の
取
組
等
、
重
要
な
政
策
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
議
会
は
、
村
民
の
皆
様
の
代
表
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
身
近
で

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
、
精
神
誠
意
務
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
だ
き
ま
す
。

改
選
後
の
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
に
推
挙
い
た
だ
き
、

副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
状
況

は
大
き
く
変
化
し
、
地
方
分
権
の
進
展
に
伴
い
、
議
会
の
役
割
・
責
務
が
今

ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

二
元
代
表
制
の
も
と
、
議
会
は
行
政
に
対
す
る
監
視
機
能
を
し
っ
か
り
と

果
た
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
多
様
な
意
見
を
地
域
課
題
と
し
て
村
民

全
体
の
福
祉
の
向
上
と
村
政
発
展
の
た
め
の
施
策
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

重
用
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

副
議
長
と
し
て
議
長
を
補
佐
し
、
議
会
の
公
正
か
つ
円
滑
な
運
営
と
村
政

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
住
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
副
議
長

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



〇専決処分の承認を求める件について（産山村税条例の一部を改正する条例について）
〇専決処分の承認を求める件について（産山村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について）

〇産山村事業分担金徴収条例の一部を改正する条例について

産山村議会構成委員
●常任委員会 議員はいずれかの常任委員会に所属し、本議会から付託された議案等を審査します。

総務、税務、防災、教育、健康、福祉など

【委員長】 城本 俊成 【副委員長】 井 春夫

【委 員】 渡辺 裕文 ・ 西村 直樹

農政、観光、道路、水道、建設など

【委員長】 岩下 徳行 【副委員長】 井 芳美

【委 員】 鈴木 健士 ・ 西澤 正

議会だよりの発行など

【委員長】 岩下 徳行 【副委員長】 城本 俊成

【委 員】 井 芳美 ・ 鈴木 健士

●議会運営委員会 議会の運営と効率的な議事の進行を図るため、本議会や委員会の具体的な運営
方法等にかかる決定を行います。

【委員長】 西村 直樹 【副委員長】 城本 俊成
【委 員】 岩下 徳行 ・ 西澤 正

●阿蘇広域行政事務組合議員 阿蘇郡市7市町村で構成する阿蘇広域行政事務組合の議会議員に
産山村の代表として活動します。

【議 員】 城本 俊成 ・ 鈴木 健士

●産山村監査委員 産山村議会を代表し村の予算等について、監査を行います。

【議会選出監査委員】 渡辺 裕文

総務文教厚生常任委員会

経済建設常任委員会

議会広報特別委員会

令和5年第5回（5月）臨時会で議案審議され全会一致で可決

3 2023（令和5年6月）産山議会だより

項 目 増 減 総 額 主な内訳

令和4年度一般会計（第14号） 260万円増 25億 933万円
森林環境譲与税120万円、ふるさと寄附金140万円を

それぞれ増額するもの。

令和5年度一般会計（第1号） 1,528万円増 21億3,628万円

低所得子育て世帯支援給付金369万円、新型コロナウ

イルス予防接種関連事業778万円、山鹿地区新井手水

路突発事故復旧工事450万円をそれぞれ増額するもの。

その他の議案



42023（令和54年6月）産山議会だより

令和5年第3回（3月）定例会

令和5年第3回定例会が3月6日から10日まで開催され、村からの上程議案23議案が審議されました。

一部事件撤回及び事件訂正がありましたが、全会一致で可決されました。

令和5年度一般会計予算

21億2,100万円

対前年比 2億2,700万円増額

〇地方交付税 地方自治体の財政格差をな

くすため、国から村に交付

されるお金

〇国庫支出金 事業を行うため、国や県か

県支出金 ら交付される補助金

〇繰入金 貯蓄している基金等から一

般会計に繰り入れるお金

〇村 債 村が国や銀行等から借り入

れる借金

歳入

〇総務費 村の義務的経費等（人件費等）

〇民生費 社会福祉等に充てられる経費

〇土木費 道路改良、維持工事、住宅に充

てられる経費

〇公債費 村の借入金の返済に充てられる

経費

〇災害復 災害復旧に充てられる経費

復旧費

〇教育費 教育に充てられる経費

〇農林水 農林水産業に充てられる経費

業費

〇衛生費 村民の病気や予防、新型コロナ

ウイルス感染症対策等に充てら

れる経費

〇消防費 消防活動の経費

〇商工費 商工活動に充てられる経費

歳出

＊予算の詳細については、産山広報５月号に添付された

令和５年度産山村当初予算説明書をご覧下さい。



令和５年度各特別会計予算

会計名 令和5年度 令和4年度 増減額 増減率

国民健康保険特別会計 2億734万円 2億2,155万円 1,421万円 減 93.5％

後期高齢者医療特別会計 2,860万円 3,093万円 233万円 減 92.5％

簡易水道事業特別会計 8,082万円 3,819万円 4,263万円 増 211.6％

診療所特別会計 7,150万円 6,120万円 1,030万円 増 116.8％

介護保険特別会計 2億6,210万円 2億6,890万円 680万円 減 97.5％

うぶマート事業特別会計 81万円 2,005万円 1,924万円 減 4.0％

令和４年度各会計補正予算

項 目 増 減 総 額 主な内訳

一般会計 5,948万円 減 23億3,632万円 主な補正は、各種事業確定による増減

国民健康保険特別会計 827万円 減 2億2,165万円 各種事業確定に伴う増減

後期高齢者医療特別会計 524万円 減 2,698万円 各種事業確定に伴う減額

簡易水道事業特別会計 80万円 減 6,962万円 事業費確定に伴う減額

診療所特別会計 219万円 減 6,038万円 事業費確定に伴う増減

介護保険特別会計 540万円 減 2億8,743万円 国庫支出確定に伴う増減

うぶマート事業特別会計 49万円 減 2,279万円 事業費確定に伴う減額

その他の議案

〇「株式会社うぶやま」の経営状況報告（令和4年度第3四半期）について
〇熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

〇産山村環境基本条例の制定について

〇産山村国民健康保険条例の一部を改正する条例について
〇産山村出産祝金支給条例の一部を改正する条例について

〇産山村乳幼児・児童・生徒医療費等助成に関する条例の一部を改正する条例について

〇産山村ほうれん草学校の設置及び管理運営に関する条例の一部を改正する条例について

2023（令和5年6月）産山議会だより5

＊簡易水道事業については、山鹿川災害関連工事に伴う水道本管付替工事や令和6年3月までに簡易水道事業会計を

公営企業会計へ移行するための打切り決算や企業会計システム導入による増加。

＊うぶマート事業については、本年4月より、「株式会社うぶやま」が指定管理者として委託を受けるため、移行期

間に伴う在庫整理の棚卸に伴うもの。
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3月定例会（令和5年度主要事業）

消防備品購入

2台の積載車（第1分団、第3分団）の更新や消火栓のホー

スを購入するもの（財源：熊本地震復興基金、起債）

1,181万円

公共施設修繕事業

112万円

荒廃した林地等の調査及び防災のため、ドローンを

2台購入等。（財源：森林交付税、熊本地震復興基金、

一般財源）

ふるさと納税（寄附金）
4,000万円

村づくりに貢献し応援したいと思う人々から広く

寄附金を募り、寄附金を財源として、各種事業を

実施するもの。2,000万円は返礼品等残り2,000万

円は、基金として積立来年度の各種事業に充当する。

1,332万円

ヒゴタイ公園キャンプ村、ファームビレッジ産山

の老朽化や施設利用の改善を行うもの。

（財源：県及び一般財源）

ドローン購入等 道路新設改良費

1億9,224万円

災害対応用給水車購入
3,000万円

災害に伴い緊急的に飲料水を確保するため、給水車を

購入するもの。（財源：熊本地震復興基金、起債）

本年度事業計画に基づき、改良及び防災工事を行う

行うもの（道路改良5路線、防災2路線、舗装2路線、

橋梁及びトンネル点検、橋梁補修設計8橋）

（財源：国及び起債）

ファームビレッジ内のロッジのデッキが老

朽化により、床の張替え。

村道産山田尻線飛瀬橋架け替え工事



３ 月 定 例 会 質 疑 応 答

当
初
予
算
か
ら

7

【
問
】

ヒ
ゴ
タ
イ
公
園
整
備
の
た
め
の
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
め
た
約
30
万
円
に
つ

い
て
、
な
に
か
し
ら
新
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ

て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

【
問
】

橋
梁
補
修
設
計
委
託
に
つ
い
て
、
８
橋

予
算
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
橋
梁
点
検
が
終

わ
っ
た
後
の
補
修
設
計
委
託
か
。

【
問
】

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め
畜
産
振
興

費
で
養
鶏
農
家
の
機
械
導
入
補
助
１
０
０
万
円

の
内
訳
を
尋
ね
る
。

【
問
】

村
道
大
利
・
菅
生
線
道
路
改
良
で
植

栽
ネ
ッ
ト
に
鉄
の
釘
で
抑
え
て
い
る
が
、
道

路
の
草
刈
り
を
行
う
上
で
釘
は
非
常
に
危
険

で
あ
る
の
で
、
役
場
で
対
処
い
た
だ
き
た
い
。

2023（令和5年6月）産山議会だより

【
答
】

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
い
た
だ
い

た
方
に
対
し
、
文
章
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
い
。

ま
た
、
予
算
化
に
つ
い
て
は
ま
だ
し
て
い
な

い
が
、
計
画
書
を
作
成
し
て
い
る
の
で
進
め
て

い
き
た
い
。

【
答
】

石
灰
散
布
機
６
台
、
エ
ン
ジ
ン
付
き
動

噴
１
台
、
モ
ー
タ
ー
付
き
動
噴
３
台
の
補
助
で

あ
る
。

【
答
】

法
面
の
釘
の
件
に
つ
い
て
は
、
現
地

を
確
認
し
、
浮
い
て
る
部
分
に
つ
い
て
は
除

去
し
た
い
。

【
答
】

設
計
８
橋
は
、
橋
梁
点
検
結
果
を
基
に

３
判
定
（
早
期
措
置
段
階
）
と
な
っ
た
補
修
の

必
要
が
あ
る
も
の
を
今
回
委
託
す
る
。

な
お
、
３
判
定
が
24
橋
あ
る
の
で
、
計
画
的

に
補
修
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

橋梁点検を行った片俣橋

設計委託の橋は笹池橋、鶴崎橋、

新牧橋、第一古牧橋、第二古牧橋、

中園橋、よもぎ橋、小柏農免第一

号橋の８橋

【
問
】

以
前
、
副
村
長
に
つ
い
て
国
か
ら
の

派
遣
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

【
問
】

森
林
環
境
譲
与
税
交
付
金
事
業
費
の

林
業
担
い
手
づ
く
り
事
業
補
助
金
３
０
０
万

円
の
内
容
は
。

【
答
】

そ
の
方
向
で
進
め
て
お
り
、
現
在
交

渉
中
で
あ
る
。

な
お
、
副
村
長
に
つ
い
て
は
、
検
討
し
た

結
果
、
交
流
と
い
う
方
向
で
「
職
員
」
と
い

う
形
で
進
め
た
い
。

【
答
】

林
業
者
に
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
購
入
補
助

や
チ
ェ
ン
ソ
ー
講
習
を
行
う
も
の
。

令
和
４
年
度
は
チ
ェ
ン
ソ
ー
導
入
２
名
、

講
習
を
受
け
ら
れ
た
方
１
名
で
あ
っ
た
。

林
業
関
係
者
の
方
か
ら
機
械
の
購
入
等
の

補
助
要
望
が
あ
り
、
担
当
課
で
検
討
し
、
本

年
度
３
０
０
万
円
を
予
算
計
上
し
た
。

石灰散布機

動力噴霧器



３ 月 定 例 会 質 疑 応 答

当
初
予
算
か
ら

82023（令和5年6月）産山議会だより

【
問
】

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師
派
遣
委
託
に

つ
い
て
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
方
向
で
進
ん
で
い

く
の
か
、
若
し
く
は
村
民
の
中
か
ら
応
募
し
て
い

く
の
か
。

【
問
】

運
動
広
場
の
管
理
委
託
料
の
４
０
０
万

円
に
つ
い
て
、
昨
年
（
３
１
０
万
円
）
よ
り
金

額
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
理
由
を
求
め
る
。

【
答
】

本
年
度
の
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
途
中
で
退
職
さ
れ
、
急
遽
委
託
で
対
応

し
た
。
な
か
な
か
会
計
年
度
任
用
職
員
で
求
人

が
な
く
、
委
託
に
よ
り
対
応
し
て
き
た
が
、
村

内
で
働
き
た
い
と
い
う
方
が
い
れ
ば
、
ぜ
ひ
採

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
調
理
員
の
雇
用
条
件
に
つ
い
て
は
本

年
度
見
直
し
、
安
定
し
た
収
入
が
得
ら
れ
る
よ

う
月
給
制
に
改
善
す
る
。

【
答
】

人
件
費
や
燃
料
代
の
高
騰
に
よ
り
上
が

っ
た
も
の
で
、
回
数
の
増
は
見
込
ん
で
な
い
が
、

臨
時
的
に
各
種
大
会
等
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、

管
理
す
る
必
要
が
生
じ
た
場
合
を
考
え
、
今
回

の
金
額
と
し
て
い
る
。

管理された運動広場

令和5年第2回臨時会

令和5年第2回臨時会が1月27日に開催され、予算議案1議案、その他議案1議案を審議し、全会一

致で可決されました。

令和４年度一般会計補正予算（第11号）

歳出予算

〇企画費 会計年度任用職員報酬 △50万円
〇小さな拠点整備事業費 ネットワーク工事 50万円

〇指定管理者の指定について

要旨 うぶやまふれあいセンターの指定管理者として、株式会社うぶやまが指定管理者と

なりました。

令和5年第4回臨時会

令和5年第4回臨時会が3月27日に開催され、条例議案11議案、予算議案2議案、資産売買契約

の締結1議案が審議され、全会一致で可決されました。

令和４年度各会計補正予算

項 目 増 減 総 額 主 な 内 訳

令和4年度一般会計（第13号） 1億7,041万円増 25億673万円
各種補助事業の確定や財政調整基金を基金へ積み立

てるもの。
令和4年度風力発電事業特別

会計（第2号）
4,025万円増 9,160万円

風力発電事業の廃止に伴い、基金を繰り入れ、最終

清算金を一般会計へ繰り出すもの。

〇産山村個人情報保護条例を廃止する条例について

〇産山村個人情報保護法施行条例の制定について

〇産山村個人情報保護審査会条例の制定について

〇産山村情報公開条例の一部を改正する条例について

〇産山村風力発電事業特別会計設置条例を廃止する条例について

〇産山村風力発電事業基金条例を廃止する条例について

〇産山村風力発電施設の設置及び管理運営に関する条例

を廃止する条例について

〇産山村風力発電施設の設置及び管理運営に関する条例を廃止す

る条例について

〇産山村一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

について

〇土地及び入会権売買に関する契約の締結について

〇産山村議会議員の個人情報の保護に係る条例の制定について

〇産山村議会議員の個人情報の保護に係る条例施行規程の制定に

ついて

その他の議案
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Q： 公共交通の今後の対応‼ A： 本年度公共交通の検討をする。

■
公
共
交
通
機
関
の
現
状

【
企
画
振
興
課
長
】
産
交
バ
ス
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
乗
合
タ
ク
シ

ー
の
３
つ
の
交
通
形
態
で
次
の
表

の
と
お
り
運
用
し
て
い
る
。

一
般
質
問

城本 俊成

議員

【
議
員
】
こ
こ
数
年
の
利
用
状
況
と

そ
れ
に
伴
う
経
費
（
補
助
金
）
、

そ
の
公
共
交
通
機
関
の
役
割
と
、

費
用
対
効
果
と
し
て
の
今
後
の
考

え
方
を
含
め
て
尋
ね
る
。

公共交通 利用者数
1日当り

乗車数
年間費用

産交バス 1,778人 1.2人 584万円

コミュニティー

バス
2,536人 1.4人 386万円

乗 合 タ ク

シー
112人 ― 31万円

令和3年度実績

【
村
長
】
産
交
バ
ス
は
、
永
年
、
公

共
交
通
機
関
と
し
て
、
村
民
の
利

便
性
を
図
っ
て
き
た
。
乗
車
率
低

下
に
伴
い
、
阿
蘇
市
は
、
波
野
・

宮
地
間
の
共
同
運
行
路
線
に
つ
い

て
撤
退
を
検
討
し
て
お
り
、
村
も

令
和
５
年
度
に
お
い
て
撤
退
を
含

め
て
検
討
し
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。

村
で
は
、
産
交
バ
ス
と
乗
合
タ

ク
シ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

診
療
所
の
送
迎
バ
ス
、
そ
れ
と
福

祉
関
係
に
お
い
て
は
外
出
支
援
と
、

村
民
の
利
便
性
を
図
っ
て
い
る
が
、

総
合
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

高
齢
化
率
も
進
み
、
免
許
の
取
得

返
納
も
増
え
て
く
る
事
も
考
え
ら
れ
、

高
齢
者
の
利
便
性
・
体
制
を
整
え

る
の
は
村
の
責
務
だ
と
考
え
る
。

【
議
員
】
現
在
、
産
交
バ
ス
、
１
日

４
本
で
宮
地
ま
で
６
４
０
円
で
運
行
。

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い
で
、

在
来
線
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
な
げ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の
関
連
も

含
め
て
、
村
の
送
迎
で
、
笹
倉
バ

ス
停
ま
で
繋
ぐ
と
、
特
急
や
ま
び

こ
号
、
１
日
上
下
５
本
動
い
て
お
り
、

笹
倉
か
ら
宮
地
駅
ま
で
は
４
８
０
円
。

今
よ
り
も
安
く
行
け
る
。
又
、
波

野
駅
ま
で
繋
ぐ
と
、
上
下
５
本
列

車
が
運
行
、
宮
地
駅
ま
で
は
２
８

０
円
。
上
下
７
時
20
分
の
始
発
に

乗
れ
ば
高
校
生
だ
っ
て
宮
地
・
竹

田
に
通
学
で
き
る
。

産
交
バ
ス
の
１
日
1.2

人
乗
車
で
約

６
０
０
万
の
経
費
を
考
え
る
と
、

経
費
増
や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。阿蘇市で路線の撤退について検討

されている産山環状線産交バス

【
村
長
】
そ
れ
も
一
つ
の
方
法
で
あ

る
が
、
村
の
送
迎
を
日
常
的
に
運

行
す
る
と
、
人
事
管
理
・
経
費
が

か
な
り
必
要
と
な
る
。

村
の
負
担
は
多
く
な
っ
て
も
、

利
便
性
を
図
る
姿
勢
で
喫
緊
の
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

現在1日上下5本が運行されてい

る豊肥本線写真は波野駅

【
議
員
】
定
時
で
回
る
よ
り
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
と
し
て
要
望
が
あ
っ
た

と
き
に
連
れ
て
行
き
ま
す
よ
と
い

う
形
の
や
り
方
を
す
れ
ば
、
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
に
は
な
ら
な
い
し
、

経
費
は
少
な
く
て
済
む
。

村
内
は
運
転
で
き
て
も
、
村
外

へ
の
運
転
は
厳
し
い
と
考
え
る
高

齢
者
が
増
え
て
き
た
時
に
利
用
価

値
が
出
て
く
る
。

よ
り
良
い
方
向
へ
検
討
し
て
頂

き
た
い
。

現在国道57号を1日上下5本が運行さ

れているバス「特急やまびこ号」
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Q： AEDの適正配置と胸骨圧迫講習を‼ A： 救急救命講習の適正な実施

■
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
救
急
救
命
教
育

【
住
民
課
長
】
村
内
15
ケ
所
Ａ
Ｅ
Ｄ
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
夜
間
利
用
に

つ
い
て
は
、
観
光
施
設
ま
た
は
福
祉

施
設
な
ど
利
用
は
厳
し
い
と
考
え
て

い
る
が
、
避
難
所
・
役
場
な
ど
は
利

用
可
能
で
あ
る
。

【
住
民
課
長
】
前
回
指
摘
以
降
、
講
習

会
を
行
う
と
こ
ろ
で
準
備
を
し
て
い

た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
開

催
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

夜
間
休
日
は
、
無
医
村
で
あ
り
、

救
急
車
の
到
達
ま
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
活
用

井 春夫

議員

【
議
員
】
現
在
、
村
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
設
置
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
夜
間
施
錠
に
よ
り
利
用
で

き
な
い
箇
所
も
あ
る
と
思
う
が
、
夜

間
利
用
で
き
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
村
内
に
何

ケ
所
あ
る
の
か
。

【
議
員
】
村
民
に
対
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置

箇
所
を
周
知
し
て
い
る
の
か
。
村
民

に
広
く
周
知
徹
底
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

は
有
効
な
手
段
で
あ
り
、
今
後
、
周

知
徹
底
し
、
講
習
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

【
教
育
長
】
学
校
で
の
救
急
救
命
教
育

は
適
宜
指
導
を
行
い
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修

で
は
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
に
つ
い
て
、
消
防
署
の
指
導
に
よ

り
実
技
講
習
を
行
い
、
教
職
員
・
保

護
者
・
生
徒
が
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

保
育
園
で
は
、
保
育
士
を
対
象
に
同

様
の
実
技
講
習
を
行
っ
て
い
る
。

【
総
務
課
長
】
消
防
団
で
は
、
平
成
30

年
以
降
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
実
施
さ
れ

て
い
な
い
。
令
和
５
年
度
以
降
実
施

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

【
議
員
】
村
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
正
配
置

が
必
要
で
あ
り
、
検
討
を
お
願
い
す
る
。

村
民
が
知
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と

が
非
常
に
重
要
と
思
う
が
、
学
校
や

保
育
園
、
消
防
団
で
は
ど
う
実
施
し

て
い
る
か
。

【
議
員
】
Ａ
Ｅ
Ｄ
だ
け
で
は
な
く
、
救

助
者
が
行
う
胸
骨
圧
迫
の
質
を
向
上

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
一
次
救
命
で

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
胸
骨
圧
迫

講
習
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
要
請
す
る
。

Q： 山村留学制度の早期実施‼ A： 学園の強み・特徴を全国へ発信

■
山
村
留
学
制
度

【
教
育
長
】
制
度
に
つ
い
て
、
提
案
・

指
摘
を
受
け
、
少
子
化
対
策
、
地
域

活
動
の
活
性
化
の
た
め
、
具
体
的
な

検
討
に
値
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

山
村
留
学
制
度
の
導
入
を
急
ぎ
た
い

が
、
令
和
５
年
度
一
部
複
式
化
す
る

と
い
う
現
実
を
見
た
と
き
に
、
ま
さ

に
待
っ
た
な
し
の
施
策
で
あ
る
。

村
民
に
山
村
留
学
制
度
に
つ
い
て

の
周
知
啓
発
に
よ
る
理
解
と
気
運
の

醸
成
を
図
っ
て
、
里
親
方
式
・
セ
ン

タ
ー
方
式
の
検
討
、
具
体
的
制
度
設

計
、
セ
ン
タ
ー
方
式
の
場
合
は
、
施

設
の
設
計
等
に
つ
い
て
、
地
域
や
学

園
関
係
者
も
加
え
た
拡
大
検
討
委
員

会
を
組
織
し
、
具
体
的
ス
ケ
ジ
ュ
ー

【
議
員
】
村
の
少
子
高
齢
化
は
進
み
、

教
育
現
場
に
よ
っ
て
子
供
の
人
数
の

減
少
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
お
り

非
常
に
不
安
で
あ
る
。

教
育
を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
で
は
、
村
、
学
園
、
地
域
が

一
体
と
な
り
、
子
供
た
ち
へ
地
元
の

宝
物
を
伝
え
る
教
育
活
動
を
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

山
村
留
学
生
は
体
験
を
通
じ
て
地

域
に
親
し
み
、
地
域
の
子
供
た
ち
は

村
の
魅
力
に
気
づ
く
絶
好
の
機
会
と

な
り
、
学
園
教
育
の
魅
力
化
を
推
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

ル
を
示
せ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

令
和
５
年
度
は
、
夏
休
み
等

を
利
用
し
て
の
短
期
間
の
山
村

留
学
体
験
会
を
実
施
し
、
全
体

的
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
き

た
い
。

学
園
の
強
み
・
特
徴
を
十
分

に
情
報
発
信
を
し
な
が
ら
、
全

国
に
向
け
て
問
い
か
け
を
し
て

い
き
た
い
が
、
ま
だ
ま
だ
議
論

が
必
要
で
あ
り
、
村
民
の
力
添

え
と
知
恵
を
借
り
た
い
。

【
議
員
】
遊
休
公
共
施
設
の
利
用
、

運
営
方
法
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
用
な
ど
模
索
し
な
が
ら
、

経
費
面
、
運
用
面
で
村
民
の
理

解
を
得
て
、
村
の
将
来
と
教
育

を
通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域
づ

く
り
の
た
め
、
実
現
に
向
け
た

検
討
を
早
急
に
願
う
。

山村留学
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Q： うさぎ追いの見解を発信すべき‼ A： 令和5年度は中止、新たな体験活動を

■
う
さ
ぎ
追
い
に
つ
い
て

【
村
長
】
ウ
サ
ギ
追
い
の
情
報
が
マ
ス

コ
ミ
等
で
も
発
信
さ
れ
、
村
に
多
く

の
電
話
と
メ
ー
ル
等
も
届
い
た
。
ウ

サ
ギ
追
い
の
在
り
方
に
等
に
つ
い
て

渡辺 裕文

議員

【
議
員
】
２
月
に
開
催
さ
れ
た
「
大
草

原
の
ウ
サ
ギ
追
い
」
に
つ
い
て
、
様

々
な
意
見
が
村
に
寄
せ
ら
れ
た
。
村

は
、
22
日
付
で
来
年
度
の
ウ
サ
ギ
追

い
は
中
止
す
る
と
発
信
し
て
い
る
。

今
回
参
加
し
た
人
た
ち
、
以
前
に
参

加
さ
れ
た
人
た
ち
も
、
楽
し
か
っ
た

ウ
サ
ギ
追
い
が
、
動
物
虐
待
と
か
何

か
悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
と
認
め
て

し
ま
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。

野
ウ
サ
ギ
は
動
物
愛
護
法
の
対
象

に
な
っ
て
お
ら
ず
、
ウ
サ
ギ
追
い
の

活
動
は
法
的
に
み
て
も
動
物
虐
待
に

は
当
た
ら
な
い
と
、
動
物
学
・
ウ
サ

ギ
学
の
権
威
で
あ
る
先
生
も
言
っ
て

い
る
。
村
と
し
て
専
門
家
の
意
見
も

聞
き
、
ウ
サ
ギ
追
い
に
関
す
る
見
解

を
き
ち
ん
と
整
理
し
て
発
信
す
る
こ

と
が
必
要
か
と
思
う
が
い
か
が
か
。

協
議
す
る
旨
の
回
答
を
し
た
が
、

ネ
ッ
ト
上
で
は
既
に
拡
散
状
態
と

な
っ
て
お
り
、
電
子
署
名
運
動
も

始
ま
り
、
そ
の
対
応
に
職
員
も
苦

慮
す
る
状
態
が
続
い
た
。
検
討
し

た
結
果
、
来
年
度
の
中
止
、
及
び

産
山
村
の
自
然
の
里
山
文
化
を
知

る
新
た
な
体
験
活
動
を
企
画
し
て

い
く
方
針
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
真
摯
に
受

け
止
め
、
村
の
考
え
方
も
理
解
し

て
も
ら
い
、
議
員
が
言
わ
れ
る
こ

と
も
必
要
な
場
合
は
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

産
山
の
良
さ
も
発
信
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

本年2月に行われた草原のうさぎ追い

Q： 給水量を増やすべきでは‼ A： 今後関係者と協議を重ねる

■
簡
易
水
道
に
つ
い
て

【
経
済
建
設
課
長
】
寒
波
に
伴
い
、

各
家
庭
の
凍
結
防
止
対
策
に
よ

る
水
の
使
用
が
増
え
た
と
い
う

の
が
一
番
の
原
因
と
考
え
て
い

る
。

【
経
済
建
設
課
長
】
通
常
は
問
題

な
く
配
水
池
は
満
水
状
態
で
推

移
し
て
い
る
が
、
冬
場
の
水
位

低
下
は
使
用
量
に
対
し
て
流
入

量
が
足
り
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
議
員
】
冬
季
に
毎
年
の
よ
う
に

一
時
的
に
断
水
す
る
事
案
が
発

生
し
て
い
る
。
今
年
は
特
に
寒

波
が
激
し
く
、
他
町
村
か
ら
も

給
水
車
の
応
援
を
受
け
給
水
活

動
を
し
た
と
聞
い
て
い
る
。
原

因
は
何
か
？

【
議
員
】
寒
波
が
始
ま
っ
て
か
ら

少
量
ず
つ
流
す
全
体
の
使
用
水

量
よ
り
、
入
っ
て
く
る
給
水
量

の
方
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
？

【
議
員
】
冬
場
の
最
大
使
用
量
を
考

え
て
み
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
？
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
村

民
の
生
命
の
源
で
あ
り
、
流
入
量

【
村
長
】
一
気
に
解
決
す
る
問
題

で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
相
談

し
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
協

議
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

を
増
や
す
に
は
導
水
管
を
太
く

す
る
か
管
を
増
や
す
し
か
方
法

が
な
い
と
思
う
が
い
か
が
か
？本年2月にあった断水に伴い山都町から

借り受けた給水車



主 な 議 会 活 動
月 日 内 容 場 所 参加者

1月27日 第2回臨時会及び全員協議会 産山村 議員全員

2月20日 子どもヘルパー修了式 産山村 議 長

2月21日 例月監査 産山村 監査委員

2月22日 熊本県町村議長会総会 熊本市 議 長

2月23日 産山村ふれあいセンター落成式 産山村 議員全員

2月24日 議会運営委員会 産山村 議会運営委員

3月6日～10日 第3回3月定例会及び全員協議会 産山村 議員全員

3月11日 産山学園卒業証書授与式 産山村 議員全員

3月22日 阿蘇広域行政事務組合定例会 阿蘇市 広域議員

3月24日 例月監査 産山村 監査委員

3月25日 うぶやま保育所保育証書授与式 産山村 議 長

3月27日 第4回臨時会及び全員協議会 産山村 議員全員

3月28日 熊本県町村監査委員協議会総会 熊本市 監査委員

4月6日 うぶやま保育所入園式 産山村 議 長

4月7日
阿蘇市町村議長会臨時総会

阿蘇郡町村議長会臨時総会
阿蘇市 議 長

4月11日
産山学園入学式

中九州高規格道路監査
産山村

議員全員

議 長

4月25日 例月監査 産山村 監査委員

5月2日 第5回臨時会 産山村 議員全員

5月12日
阿蘇市町村議長会総会

阿蘇郡町村議長会総会
阿蘇市 議 長

5月23日～24日 全国町村議会議長副議長研修会 東京都 正副議長

5月25日 例月監査 産山村 監査委員

5月26日 熊本県町村議会議長会理事会 熊本市 議 長

5月30日
中九州地域高規格道路期成会総会

国道57号整備促進期成会総会
熊本市 議 長

＊5月12日の阿蘇郡町村議長会総会にて、西澤正議長が阿蘇郡の会長に推挙され、それに伴い4年間、阿蘇
郡の代表として熊本県町村議長会理事の職務に服されることになりました。今後、阿蘇郡議長会の牽引者
として活躍されることをお祈り申し上げます。

4月に行われました村議選では、無投票当選となり、村民の皆
様からの期待に重責を感じているところです。
議会だよりは、村議選のため、一か月遅れの発行となりました。
広報委員は、新人議員を含めて新たにスタートし、簡潔明瞭に
解りやすく読んでもらえるような紙面づくりに心がけますので、
よろしくお願いいたします。
新型コロナウイルス感染症も第5類になり、社会活動も元に戻
りつつあります。今後も村づくりのため、執行部と議会が一丸
となって頑張りますので、よろしくお願いたします。

広報特別委員会

委員長 岩下 徳行

副委員長 城本 俊成

委 員 井 芳美

委 員 鈴木 健士

発行責任者 議長 西澤 正

編 集 広報特別委員会

発 行 産山村議会

熊本県阿蘇郡産山村山鹿488番地3

☎０９６７－２５‐２６３５

編集後記

阿蘇郡会長に就任


